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1.注意事項

1.2 の (1)から (3)において、1.1 に示す対象命令を実行すると、対象命令が途中終了します。

　1.1 対象命令

次の8命令が対象になります。

　ストリング命令：SCMPU、SIN、SMOVB、SMOVF、SMOVU、SOUT、SSTR
　積和演算命令：RMPA

　1.2 発生条件

・ DMACを使用しない場合

(1) (a) 割り込み制御レジスタの ILVL2～ILVL0 ビットをレベル1以上に設定している割り込みAの割り込み要

求が発生する。しかし、割り込み許可フラグ（I）で割り込みを禁止（I=0）しているか、または ILVL2
～ ILVL0 ビットがプロセッサ割り込み優先レベル（IPL）以下（IPL≧ ILVL2～ ILVL0≧ 001b）である

ため、割り込み要求は受け付けられない。
(b) (a) の後、プログラムで割り込み A の割り込み制御レジスタの IR ビットを“0”（要求なし）にするか、

または ILVL2～ ILVL0 ビットを低い値に変更する。

(c) (b)の後、I=1にする命令、または割り込み要求が発生した時点の ILVL2 ~ ILVL0の値よりも IPLを低く

する命令で割り込みを許可にし、直後に対象命令を実行する。

・ DMACを使用する場合

(2) (a) 割り込み制御レジスタの ILVL2～ILVL0 ビットをレベル1以上に設定している割り込みAの割り込み要

求が発生する。しかし、割り込み許可フラグ（I）で割り込みを禁止（I=0）しているか、または ILVL2
～ ILVL0 ビットがプロセッサ割り込み優先レベル（IPL）以下（IPL≧ ILVL2～ ILVL0≧ 001b）である

ため、割り込み要求は受け付けられない。
(b) (a) の後、プログラムで割り込み A の割り込み制御レジスタの IR ビットを“0”（要求なし）にするか、

または ILVL2～ ILVL0 ビットを低い値に変更する。

(c) (b)の後、I=1にする命令、または割り込み要求が発生した時点の ILVL2 ~ ILVL0の値よりも IPLを低く

する命令で割り込みを許可にし、その後、3命令以内に対象命令を実行する。

(3) (a) 対象命令の実行直前または実行中に割り込みが発生する。割り込みルーチン内で、割り込み制御レジ

スタの ILVL2～ ILVL0 ビットをレベル1以上に設定している割り込みAの割り込み要求が発生する。し

かし、I=0であるため、またはI=1 （多重割り込み許可）でもIPL≧ ILVL2～ ILVL0のため、割り込み要

求は受け付けられない。
(b) (a) の後、プログラムで割り込み A の割り込み制御レジスタの IR ビットを“0”（要求なし）にするか、

または ILVL2～ ILVL0 ビットを低い値に変更する。

(c) (b)の後、REIT命令またはFREIT命令で割り込みを終了し、対象命令を実行する。

(2)(3)において、(c)を実行中にDMA転送が起こると、本現象が発生します。

(1)から (3)のパターン例を図1に示します。
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2.判定方法

　図2に本現象が起きる可能性を判定するフローチャートを示します。判定の結果、該当する場合は、3.対策

を実施してください。

3.対策

割り込み禁止で対象命令を実行してください。
割り込み禁止ができない場合、　図3に示す対策を実施してください。

図1.　発生パターン例

ｌｒ　fc  Ｉ 
　　:
　割り込みAの要求発生
　　:
　mov.b #3 , 割り込みAの割り込み制御レジスタ

：　　 
　mov.w #0 , R0
　fset I
　nop
　対象命令

  fset I
：　　 

　mov.w #0 , R0
　mov.w #addr , A1
　mov.w #cycl , R3

：　　 
　対象命令

（ ）割り込み　 I=0 
：　　 

　割り込み要求Aが発生
：　　 

　and.b #00001011b , 割り込みAの割り込み制御レジスタ
：　　 

　reit　　

対象命令直前または実行中に割り込みが発生する
、割り込み内では 割り込み禁止(I=0)になる

　fcｌｒ  Ｉ 
　　:
　割り込みAの要求発生
　　:
　mov.b #3 , 割り込みAの割り込み制御レジスタ

：　　 
　mov.w #0 , R0
　fset I
　対象命令

割り込み禁止

割り込み要求ビットに"0"を書き込む

割り込み要求ビットが　"1"になる

割り込み許可
対象命令が途中終了する

(b)

発生パターン(1)

割り込み禁止

割り込み要求ビットに"0"を書き込む

割り込み要求ビットが　"1"になる

割り込み許可

対象命令が途中終了する

発生パターン(2)

発生パターン(3)

(b)

←  このタイミングで
DMA転送が発生

←  このタイミングで
DMA転送が発生

対象命令が
途中終了する (c)

(a)

(c)

(b)

(a)

(c)

(a)
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図2.　判定フローチャート

判定フローチャート

（ ）該当 ソフトウェア対策必要 

実行している

対象命令実行中に受け
付ける割り込みルーチン内で

割り込み制御レジスタのIRビットを
"0 ？”にする命令があるか 

ない

ある

ある

割り込み許可で
？対象命令を実行しているか 

実行していない

対象命令を
？使用しているか 

使用していない

使用している

DMA ？転送を使用しているか 

対象命令から3命令前までに
Iフラグをセットする命令や

IPL ？を操作する命令があるか 

対象命令実行中に受け
付ける割り込みルーチン内で

割り込み制御レジスタのILVL2～ ILVL0ビット
の値 ？を下げる命令があるか 

使用していない

使用している

対象命令の直前で
Iフラグをセットする命令や

IPLを ？操作する命令があるか 

ある

ない

ある

ない

ない

（ ）非該当 ソフトウェア対策不要 

1.
2(

1)
に

該
当

1.
2(

2)
に

該
当

1.
2(

3)
に

該
当

1.2(3)に該当
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図3.　対策プログラム

　

●SIN 、命令 SMOVB 、命令 SMOVF 、命令 SOUT 、命令 SSTR命令
　　Loop:

ストリング命令
cmp.w #0 , R3
jnz Loop

●SMOVU命令
　サイズ指定子が ”.B” の場合
　　Loop:

smovu.b
sub.l #1 , A0
sub.l #1 , A1
cmp.b #0 , [A0]
jnz Loop

　サイズ指定子が ”.W” の場合
　　Loop:

smovu.w
sub.l #1 , A0
sub.l #1 , A1
cmp.b #0 , [A0]
jz Next
sub.l #1 , A0
sub.l #1 , A1
cmp.b #0 , [A0]
jnz Loop

　　Next:

●RMPA命令
　　Loop:

rmpa.b (rmpa.w)
pushc FLG
jz Next
popc FLG
jmp Loop

　　Next:
popc FLG

●SCMPU命令
　サイズ指定子が ”.B” の場合
　　Loop:

scmpu.b
pushc FLG
jnz Next
sub.l #1 , A0
sub.l #1 , A1
cmp.b #0 , [A0]
jz Next
popc FLG
jmp Loop

　　Next:
popc FLG

　サイズ指定子が ”.W” の場合
　　Loop:

scmpu.w
pushc FLG
jnz Next
sub.l #1 , A0
sub.l #1 , A1
cmp.b #0 , [A0]
jz Next
sub.l #1 , A0
sub.l #1 , A1
cmp.b #0 , [A0]
jz Next
popc FLG
jmp Loop

　　Next:
popc FLG


